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優しいまなざしで心をこめて共感的に話を聴き合うと、 

二人の間に深いつながりが生まれる、というコンセプト。 

「2人のつながり方は、鉤形をつくった手と手を 

しっかり結び合わせた感じ｣と説明した J.クラインの言葉も 

象徴的に表現されている。 


